













































































































職員の意識改革(下巻 54頁) r地域主権下J、f情報化、ク、、ロー ノ《ノレ化時代の自治体行政Jに
は「職員自らが市民生活の中の問題を発見し、解決することが求められるJとの認識から、 1.






















岩国の各市長連名で01年 1月に共同声明(下巻 151頁)。また横田基地再編については06年 3
月に福生市長名で要請書をだしている。(下巻 165頁)
墓地の存在と財政については次のように記されている。「基地交付金」が「横須賀、三沢、岩
。 。??
国に次いで全国で4番目に多い額であるJ、「一般の市にはないこの金は、地方交付税の基準財
政収入額には参入されなしリ(下巻 45頁)。つまり「見かけ上財政力指数は低しリが、「現実に
は金があるJ(上巻98頁)としづ福生市財-政の持つ複雑さを指摘している。
触れるべくして残された課題は多い。市民、市長など人間的に深いつきあいを重ねた出会い
も感動的である。また七夕祭り(上巻 170頁)、平和のつどい(下巻 108頁)などなど、直接本
書に目を通していただけることを期待したい。
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